










要約:S.53 年度生まれの児から出生年度別に小学生の HBs 抗原・抗体陽性率の推移を継続

して観察している。HBV 母子感染防止の治験を実施していた S.58 年度生まれ～S.60 年度

生まれの児の HBs 抗原陽性率は、0.2%と横ばい状態であったが、公費負担による HBV 母子

感染防止対策事業が開始された S.61 年度生まれの児の HBs 抗原陽性率は 0.04%と有意に

低下していることが明らかとなった。


